
地質調査所月報（第6巻第5号）

1、・ 6．結論ならびに開発に対する意見

　1）鉱床は古生層千枚岩中にあるいわゆる千枚珪岩中

に胚胎するマンガy鉱脈で，上盤位には石灰岩を伴な

う。1鉱体の大ざは脈幅5～100cm，走向延長10m前

後のものが約200mの間年断続してい為と推定される。

　2）鉱床は開発の初期に当り，鉱量の算定基礎に乏し

いが，露頭は延長200mにわたり点在し，珪岩の発達

等より鉱床濁模は中程度と推定される。

　3）八幡浜市に比較的近く，搬出その他開発に特に不

利な点は少ないので将来さらに探鉱が期待される。

　　　　　（調査3林昇一頁B）（昭和28年6月調査〉．
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